
ワークショップの目的

組織の将来を担う３０代～４０代の育成をテーマに、人材育成ご担当者様同士の情報交換を
主体としながら、今後の研修企画や運営にお役立ていただくためのセミナーです。

団塊の世代のリタイヤ、グローバル化の加速、子育てや介護、若手の働き手の減少、
２０２０年に開催される東京オリンピック、テクノロジーの進歩、環境問題への対応など、
組織はこれから、多くの問題に取り組んでいかなければなりません。その問題に実際に
向き合い取り組んでいくのは、組織の要となるミドル層です。

そこで、ミドル層を人材育成の面からどのように支援するかを考えてまいります。

【対象】 ３０代～４０代を対象とした人材育成施策をご検討中の企業ご担当者様および経営者様
社内における人材育成計画を立案中のご担当者様および経営者の方
１社２名様までご参加いただけます
※コンサルティング会社様、コンサルタントの方のご参加はご遠慮いただいております。

【日時】 ２０１４年８月６日（水） １３：３０～１６：３０ ※受付開始 １３：１０～
【会場】 東京国際フォーラム G棟 G５０７会議室
【ファシリテーター】 Six Stars Consulting(株) 代表取締役 原田 由美子
【参加費】 無料

ワークショップ概要

１．これからのミドル育成

（１）２０２０に向けた各社の取り組み

（２）これから３年が勝負

２．ミドル育成の取り組み【情報交換・情報提供】

３０代～４０代の育成の現状についての情報交換

・個人ワーク後、グループ共有と全体共有

【情報提供】

３０代前半、３０代半ば、４０代各層の強化ポイント

３．業績に貢献する人材育成３つの着眼点

（１）「理念」浸透の重要性

～社員が熱くなる取り組みと、冷める取り組みの違い～

（２）「プロジェクト型研修」で、社員に適度なハードルを越えてもらう

（３）「お祭り」感覚で、一体感を演出する

まとめ

人材育成担当者様対象 ワークショップ（参加費無料）

ミドル（３０代～４０代）育成の課題と
業績に貢献する人材育成３つの着眼点



ワークショップ参加 お申込書
お申し込みは下記ご記入の上、FAXでお願いします。（ホームページからも承ります）

また、お申し込み受付は定員になり次第、締切りとさせていただきます。お早めのお申し込みをお待ちしております。

申し込みFAX番号 ０４５-２２２-０７３８

問い合わせ先 ：〒231-0004 横浜市中区元浜町3-21-2 ヘリオス関内ビル１１Ｆ
Ｓｉｘ Ｓｔａｒｓ Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ(株) TEL：045-222-０７３７ URL://www.six-stars.jp

●個人情報の取り扱いについて●
本紙ご記入いただいた個人情報は、当社個人情報保護方針に基づき厳重に管理し、次の目的にのみ利用させていただきます。
（外部への提供 および預託は一切行いません。）1.本セミナーに関するお客様へのご連絡2.本セミナーを円滑に運営する目的
3.各種情報のお届け 弊社個人情報保護方針は、下記ＵＲＬにてご参照いただけます。
個人情報の照会、訂正、削除に関するお問い合わせは、弊社（個人情報取扱責任者）℡045-222-0737までご連絡をお願い申し上げます。

貴社名 ご住所 〒

ご参加者様お役職

お名前

Mail

ご参加者様お役職

お名前

Mali

ＴＥＬ ＦＡＸ

通信欄

【会場】東京国際フォーラム Ｇ棟 Ｇ６０８会議室
東京都千代田区丸の内３－５－１

アクセス
JR線 有楽町駅より徒歩1分
東京駅より徒歩5分 (京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡)
地下鉄 有楽町線 : 有楽町駅とB1F地下コンコースにて連絡
日比谷線 : 銀座駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩5分
千代田線 : 二重橋前駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩7分
丸ノ内線 : 銀座駅より徒歩5分
銀座線 : 銀座駅より徒歩7分/京橋駅より徒歩7分
三田線 : 日比谷駅より徒歩5分

●ファシリテータープロフィール●
Six Stars Consulting(株) 代表取締役 原田 由美子
日刊工業新聞社 ビジネスリーダーズアカデミー 講師

１９９３年 大手生命保険会社 営業部門 入社
１９９５年 人材育成コンサルティング会社 企画営業職として 入社
２０００年 人材育成コンサルティング会社 起業 取締役営業統括職に就任
２００６年 Six Stars Consulting株式会社 設立 代表取締役に就任

変化する環境にあっても、顧客から求められ“なくてはならない存在となる人と組織づくり”をテーマに、
人材育成計画、企画、研修プログラム開発業務に携わる。
現在は、将来のビジネスリーダーとなる３０代を対象としたプログラム開発～提供に力を注いでいる。
クライアント企業の将来を見据え、企業風土に好影響を及ぼし、参加者が成長実感を得られる研修を
提供するために、人材育成担当者とのチームワークを重視した取り組みをモットーとしている。

●会場案内図●


